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令和４年６月６日  

 

小田原市長  守屋 輝彦   様 

 

小田原市国民健康保険運営協議会 

会長   林 良英 

 

 令和４年５月 19 日開催の令和４年度小田原市国民健康保険運営協議会第１回協議会

の概要を次のとおり報告します。 

 

１ 日 時  令和４年５月 19 日（木）午後３時 00 分から午後３時 30 分まで 

 

２ 場 所  小田原市役所 ７階 大会議室 

 

３ 出席者  委 員  関野 次男 

〃   田中 由美子 

〃   大津 利明 

〃   早野 和夫 

〃   柏木 勢 

〃   熊井 佳子 

〃   岡田 健 

〃   小川 恭弘 

〃   林 良英（会長） 

〃   田中 正行 

       事務局  福祉健康部長        中津川 英二 

            福祉健康部副部長      古矢 智子 

            保険課長          佐藤 和広 

            保険課副課長        山﨑 正裕 

            保険課副課長        穂谷野 恵一 

            保険課保険料係長      釼持 学 
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            保険課主事         岡本 直毅 

欠席者  委 員  鈴木 正彦 

      〃   川越 三洋 

      〃   長谷川 嘉春（副会長） 

  傍聴者  なし 

 

４ 議題 

（１）協議事項 

協議第１号  令和４年度小田原市国民健康保険料率について 

（２）報告事項 

   報告第１号  新型コロナウイルス感染症の影響による国民健康保険料の減免制

度の継続について 

 

５ 会議の概要 

（１）協議事項 

■協議第１号 令和４年度小田原市国民健康保険料率について 

説 明 （事務局が資料１に基づき説明） 

質 疑 等 

大津委員 

一般会計から国民健康保険特別会計への繰入金については増加傾向にあるのか。 

事務局 

被保険者数の減少に伴って、一般会計繰入金についても減少している。 

大津委員 

具体的にいくらか。 

事務局 

予算ベースでの比較であるが、令和３年度当初予算額は 16.5 億円。令和４年度

当初予算額では 16 億円である。 

 

田中（正行）委員 

資料 P.2 にある、医療費の見込額は令和３年度の医療費の実績か。 
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事務局 

実績からの見込額である。 

田中（正行）委員 

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、医療機関への受診控え

による医療費の減少がみられたが、令和３年度については医療費の増加がみら

れるか。 

事務局 

新型コロナウイルス感染症の影響による受診控えも落ち着き、令和元年度並み

に戻っている。 

田中（正行）委員 

全国健康保険協会では２年前の医療費から、該当年度の保険料を算出している。

令和３年度は医療費の増加がみられるため、令和５年度の保険料が上がる見込

のため伺った。 

 

協議第１号について、原案どおり了承された。 

 

（２）報告事項 

 ■報告第１号 新型コロナウイルス感染症の影響による国民健康保険料の減免 

制度の継続について 

説 明 （事務局が資料２に基づき説明、令和２年度、３年度の実績を報告） 

質 疑 等 

林会長 

新型コロナウイルス感染症による傷病手当金については、令和４年度も引き続

き対応があるか。 

事務局 

国からの通知により、毎回３か月の期間延長を繰り返している。現時点では令

和４年９月末日まで支援が延長されている。 
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大津委員 

新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少している世帯が増えてい

ると思うが、国民健康保険料の収納率はどうなっているか。 

事務局 

新型コロナウイルス感染症の影響によって収入が減少している世帯への保険料

の減免制度を適用したこともあり、収納率はよくなっている。県内で横浜、川

崎に次ぎ３番目の収納率である。なお、令和４年４月末時点での令和３年度の

保険料収納率は約 95％である。 

 

田中（正行）委員 

95％と話があったが、令和４年度当初予算上の予定収納率は何％としているか 

事務局 

予算上は実績を基にしており、93.5％としている。 

以上 


